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果

　　

報

　　

告

　　

書

滋賀県彦根市元町４番２号

　　　

彦 根 市 長

　

和 田 格 行

　　　　　　　

様

整 理番号

　　

２３ＦＦ４０３６‐３

発 行

　

日

　　

２０２３年５月３１日

　

作 業 環 境 潤

夏 原 工
ＥＰ事業本部

　

本

　

社

　

滋賀県

　

事業所

　

滋賀県

　　　　

丁ＥＬ

　

０７４９

ご依頼のありました試料について分析した結果を下記の通り報告いたします

彦根市男女共同参画センター アスベスト天井含有調査および室外濃度測定委託業務業 務 名

分析内容 アスベスト （石綿） 定性分析

　

※石綿：クリソタイル、 アモサイ ト、 クロシドライ ト、 トレモライ ト、 アクチノライ ト、 アンソフイライ ト

採 取

　

日

　　　

２０２３年５月１０日

受付方法

分析方法

採取場所 彦根市男女共同参画センター 「ウイズ」 軽運動室

　　　　　　　　　　　　　　

天 井

サンプリング

　　

採 取 者

　

■ ■

ＪＩＳＡ１４８１‐２：２０１６

　

及 び

　

ＪＩＳＡ１４８１‐３：２０１４に準ずる

　

※トレモライトとアクチノライトはよく似た鉱物で組成中の鉄分の割合で区別されています。

　　

両者はＸ線回折法で同じピークを示す為、 トレモライトとアクチノライトの合量で記載します。

試料名 石綿の種類 結果

１１１ 折板断熱材 Ｃｈｒ ５６，９％

試料名 結果

備考

　

分析の結果、 アスベスト類の含有が認められ、 クリソタイルが確認されました。 他のアスベスト類は確認されません
でした。 分析については、 環境未来株式会社に依頼し、 その分析結果報告書を添付しました。 （分析結果報告書番号：
ＫＡ－２３００００４０２２－Ａ３）



依 頼 者 名 彦根市長

　

和田裕行

　

様

業

　

務

　

名

　　

彦根市男女共同参画センターアスベスト天井含有調査

　　　　　　

および室外濃度測定委託業務

試

　

料 名

　　

建材

採

　

取

　

日

　　

２０２３年５月１０日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－－

　　　

…

登

　

環 境 未 来 株 式 会 社



４０年保存

　

２０２３年５月２９日

報告書番 号

　　

ＫＭ２３００００４０２２－Ａ３

石綿分析結果報告書

彦根市長

　

和田裕行

　

様

貴社より委託を受けた石綿分析の結果は、下記に記載したとおりであることを証明します。
ただし、本分析の結果は、入手した試料の範囲に限定させていただきます。

記

定性分析方法２（ＪＩＳＡ１４８１－２に基づくＸ線回折法・位相差分散顕微鏡法）

実施した

　　　

アスベスト分析マニュアル第４章．

分析方法

　　

定量分析方法．（Ｊ，ＳＡ１４８Ｉ－３に基づく×線回折分析方法）
アスベスト分析マニュアル第５章．

名

　　

称

　　　

環境未来株式会社

　

山梨検査センター

　　　　

代表者氏名

　　　

増田

〒４０９一３８４５

　

山梨県中央市流通団地１－６－Ｉ

ＴＥＬ：０５５－２７４‐０７８８

　　　　　　　　　　　　　

ＦＡＸ：０５５－２７４－０７７９

分析実施日 ２０２３年５月１１日

　　　　　　　　　　　　

２０２３年５月２２日

３．物件名称

　

物件名称

　　　

彦根市男女共同参画センターアスベスト天井含有調査および室外濃度測定委託業務

４． 試、、 ′

　　

歴

男女共同参画センター「ウイズ」軽運動室建物、配管設備、機器等の名称

施工年及び建物へ施工などを採用した年

建物などの採取場所 滋賀県彦根市平田町６７０

採取箇所等の指示者の所属、氏名

採取者の所属、氏名 ｉ

画センター

氏名



５．△析実施者

　　　

氏名

　　　　　　　

分析方法

　　　　　　　　　　　　

民間機関による技能評価の取得状況

　　

大沼

　

昭彦

　　　

Ｊ１ＳＡ１４８１－１：２０１６

　　　

日測協 （合格認定Ｎｏ．２２０９合００８３）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

日環協 （建材定性分析エキスパートコース

　

受講Ｎｏ．２２３２３０６）

　　

青柳

　

昌哉

　　　

ＪＩＳＡ１４８１‐１：２０１６

　　　

日測協 （合格認定Ｎｏ．２２０９合００８２）

ＩＢＯＯ１４

試料
Ｎｏ．

採取箇所及び
建材・試料名称 分析方法

定性分析結果 石綿
含有率

別添
データ

　

Ｎｏ．

石綿の
有無 石綿の種類

１十▲
天井

折板断熱材

」ｌｓＡ１４８１‐２

ＪＩＳＡ１４８１ 有 Ｃｈｒ ５６．９％ １１１

２
以下余白

３

４

５

６

７

８

９

ｌｏ

１１

１２

６．

　　

Ｃｈｒ：クリソタイル

　

Ａｍｏ：アモサイト Ｃｒｏ：クロシドライト Ｔｒｅ：トレモライト Ａｃｔ：アクチノライト Ａｎｔ：アンソフイライト

注２） 石綿含有率の報告区分については、次の分析法で示している。

　　

ＪＩＳＡ１４８１－１：

　　　

偏光顕微鏡法による目視定量（推定石綿質量分率）です。

　　　

推定石綿質量分率（％）＝ 視野のアスベスト繊維数／（視野の粒子数十視野のアスベスト繊維数）×１００

　　

」ｌｓＡ１４８１－２：

　　　

Ｘ線回折分析法による定性分析の結果、アスベストの回折ピークの有無にかかわらず、

　　　

位相差・分散顕微鏡法による定性分析で三つの標本を計数した合計３０００粒子中に、

　　　

アスベスト繊維が４繊維粒子以上認められた場合は「０．１％を超えるアスベスト含有」の試料とする。

　　

」ｉｓＡ１４８１‐３：

　　　

定性分析結果においてアスベスト含有と判定された試料についてＸ線回折分析法による質量分率です。



７．使用した測定機器、測定条件

　

７．ＩＪＩＳＡ１４８１一

　

７．１．１ 実体顕微鏡の型式

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

型 式

　　　　

ＺＥ１ｓｓｓｔｅｍｉ３０５

　

実体顕微鏡の製造業者．型式

　　　　

１

　

製造業者Ｉ

　

Ｃａｒｌｚｅｉｓｓ Ｍｉｃｒｏｓｃｏｐｙ

　　　　　　　　　　　

－

　

倍 率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

８－４０

７．２ＪＩＳＡ１４８１－２

　

７．２．１ 位相差・分散顕微鏡の型式

　

位相差・分散顕微鏡の製造業者．型式

　　　

ｒ造 き‐

　

オリンパス

　　　　　　　　　　　　　　　　　

型 式

　　　　

ＢＸ５３

　

照明系

　　　　　　　　　　　　　　　　　

型式

　　　

透過ケーラー照明内蔵１２Ｖ－１０ＯＷＨＡＬ‐Ｌ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

元ｒｊ ・

　　　　　　　

一

　　　　

一

　

７．２．２

　

Ｘ線回折装置

　

設 疋 項 目

　　　　　　　　　　　　　　　　　

測 疋 米

　

Ｘ線回折装置の製造業者．型式 製造業者

　

スペクトリス株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

型 式

　　　　

ズＰｅｒｔ３Ｐｏ・ｖｄｅｒ

　

Ｘ線 対 陰 極

　　　　　　　　　　　　　　　

Ｃｕ

　

管 電 圧（ｋｖ）

　　　　　　　　　　　　　　

４Ｏ

Ｃｕ

４０

４０

７．３ＪＩＳＡ１４８１－３
７．３．Ｉ

　

Ｘ

　

ｒ

　

口

　　

、

　

７．３．Ｉ

　

Ｘ線回折装置

　

設 疋 項 目

　　　　　　　　　　　　　　　　

測 疋 米ｆ

　

慮

　

Ｘ線回折装置の製造業者．型式 製造業者

　

スペクトリス株式会社

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

型 式

　　　　

ＸＰｅｒｔ３Ｐｏｗｄｅｒ

フノレ

２．Ｏ

８ー皿



別添データＮｏ．

　

Ｉ

試 料Ｎｏ．

建材・試料の名称 折板断熱材

採取箇所

　

２． 一Ｚ ‘

　

試、、の

　

ｆｌ１方 法 試、、

　

砕方 法

　

粉砕に使用した粉砕機の名称及び型式

　　

′

　

芋

　

の

　

ソ・ マルチビーズショッカー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

′ 砕機の１ｉ造業

　

・型式

　　　

安井器械

　　

ＰＭ２３００

　

標 準 ふるい の 目 開き

　　　　　　　　　　　

５００

　

”ｎ

　

３． 定性分析結果

　

３．１分析室の温度．
「労玩折至の福鷹罰℃」

　　　　　　　

－－ ＊－

　

－

　

…

　

＝－－－

　

－－

　　　　

２５

　　　　　　　　　　　

－－＝

石綿の種類

石綿含有干り止紺果
桁

　　　　

，ァ爾

性分お汀結果

石綿含有の有無

Ｘ線回折分析法 分散染色７・ー－

回折線ピーク

　

の有無

　

３０００粒子中の
アスペクト比３以上の

　　

繊維数

石綿の
有無

クリソタイノレ 有 有 ７３８ 有

アモサイト 無 無 ０ 無

クロシドライト 無 無 ０ 無

トレモライト／アクチノライト 無 無 ０ 無

アンソフイライト 無 無 ０ 無

　

※×線回折分析法による定性分析（有）で、分散染色法（無）の場合で、石綿含有（無）と判定した場合の確認方法

　　　

しこ浸マ

　

の

　　

観察された分散色

　　

アナライ 、一

　　

の蛎日の分

　

向

　

判定した鉱物等の名称

　　

屈 折率

　　　　　　　　　　　　　　　

扇光板 ↓ 向

　　

扇光板



別 添データＮｏ．

　

Ｉ

試 料Ｎｏ．

　

Ｉ

２．ＩＸ線回折分析法そこよる定性分析

　

回折．線プロファ．イル

ゼ

　

｛醐

　　　　　　　　　　　　　　

！

　　　　　　　　　

．

　　　　　　　　　　

Ｒ！９脚ｇＫＭ２３醐０２ 鵜』１^ＩＭホ．

　

　　　　　　　　　　　　　

・１

　　

０

　　　　　　　　　　　　　　

’０

　　　　　　

１５

　　　　　　

２０

　　　　　　

２５

　　　　　　

３０

　　　　　　

３５

　　　　　　

４０

　　　　　　

４５

　　　　　　

５０

　　　　　　

５５

　　　　　　

Ｇ０

　　　　　　

６５

　　　　　　

７０

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２Ｔｈａｔａ（－）

Ｃｈｒ：クリソタイル

　

Ａｍｏ：アモサイト Ｃｒｏ：クロシドライト Ｔｒｅ／Ａｃｔ：トレモライト／アクチノライト
Ａｎｔ：アンソフイライト

　

Ｃａ：カルサイト

　

Ｑ： 石英

　

Ｔｒ：トリジマイト

　

Ｃｒ：クリストバライト
Ｖｃ：バーミキュライト

　

Ｈｂ：ハイドロバイオタイト

　

Ｂｒ： ブル」サイト

　

Ｓｅ：セピオライト
ＣＩ：クロライト

　

Ｍｃ：マイカ（イライト）

　

ＦＩ： 長石

　

Ｇｙｐ： ギプサム

　

Ｕｎ： 未同定ピーク
「注意事項」
（２６） ５

　

ｏ

　

～７０ｏ

　

のＸ線回折プロファイルを添付。



別 添データＮｏ．

１１試 料Ｎｏ．

位相差・分散顕微鏡法による標準及び分析用試料の分散色の写真

標準試料の分散色

Ｃｈｒｙｓｏｔｉｌｅ

（屈折率ｎ壱℃ゴ．５５。）

　　

　

　
　

　

　

Ａ
ｒ．
．
・”

　

－・
．，． ３月ノ

ー，ヤ１一
　　

　　　　　

　

　

　

　　　　　　

　

　

　

　

ば鷺さまさぞ
Ａｍｏｓｉｔｅ

（屈折率ｎぎＣ
， １．６８０）

Ｃｒｏｃｉｄｏｌｉｔｅ

（屈折率ｎ菅℃，，．６９。）

　

　

　

　

　
　

　　

　
　
　

ｒ
十仁ｒ旨
ｒ
ｒ
ｉ
十
ト
」

　

　

　

　
　

　

　

　　

　
　

　

　　

．
ｒ
ー

　

．

．
三
塁

　　　　　　

‘
．・
ｔ
，
．
－

　　

．

　　　
　　　　 　

　　

　

　

　

．ゞ ′

　　　

－‐ ↓

　

・ ．・・・‘
．′

　　　

． ゞ

　

・

　 　　　

　　　　　　　　

　

　

　　　

　　　

　　　

　　　　　

・

　

′

　

′

　

．

　

ｉ・

　　　

・

　　

・

　　　　

・

　

・．

　　　　　　　　　　　　　　

ｒ

　　　　　　　　

．
，、 ．．

　　

、

　

．

　

・
、

　

・・

　　

ず

　　　　　　　　　　

．・
・

　　

十

　　　　　

，．

　　　　　　　

・

　　　

１
’

　　　　　　　　　

．

　

、

　

．

　

ｒ

　　　　　　　

．－、
．・

Ｔｒｅｍｏｌｉｔｅ／Ａｃｔｉｎｏｌｉｔｅ

（屈折率ｎ釜℃，．・６２。）

ｌ

　　

　

　　　　

　

　　　

　　　　　

」

　

　

　　

　

　
Ａｎｔｈｏｐｈｙｌｌｉｔｅ

（屈折率ｎず，，．６，８）

分析用試料の分散色

　　　　

ー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ー
・．；．

ご

．

　　　

も

　

１
，

　

　

　

　

　　

　

】
“
…

，
鮮

．

　

　　　　　

　　　

　　　　

　

　
・

　　　　　　　　　

‘

　

’． ・

（屈折率 畑Ｃ
， １．剛 ）

（屈折率ｄｇｏ

　　　

）

！

　

－

　　　　　

＼

」
．

，

・

、、
． ／－

′

　

÷

ｒｒ，
Ｌ
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．

　

ｉ・
・

　　　　　　

′
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・
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）
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‘

　

‘

　

′
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」

　　　　　　　　

ー

　

、
・
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イ
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１，鋤 ）

　　　

‐＼
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，

　

、十喉

　

．
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別 添データＮｏ．

　

Ｉ

試料Ｎｏ．

　

Ｉ

３響
Ａ 率 の

　

方、

－

　　　　　　　　

－

　

苅 試料 鼻 出

　　

－

　

石綿含有率の算出方法

　　　

クリソタイル 二次分 斤”、′： り

　

５，４ Ｘ

　

回． △

　

、 に 使

　　

る

　

量

　　　　　　　　　　　　

使用した標 準試料の名 称

　　　　　　

公

　　

日

　　　

き県 児測 疋

　

云

　

検 量線の作成方法

　　　　　　

使用した天秤の製造業者・型式

　　　　

エー・アンド・デイ ・ ＨＡ‐２０２Ｍ

　　　　　　　　　　　

読

　　

卵

　

度 ｍ

　　　　　　　　　　

ｏ．０１

５．５

　

Ｉ量

　

デ ←タ

　　　　　

石斉

　

の

　

券

　　　　　　

クリソタイル

　　　　　

）

ド

　

クリソタイル検量線

　　　　

１２α）Ｏ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Ｚ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

，
１

　　　　

１αｘｐ

　　

ｒ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

主

　　

　

　　　　　　　　　　　

　

　

石綿名称 クリソタイル アモサイト クロシドライト
トレモライト／
アクチノライト

アンソフイライト

検出下限

　

（％）
０・０１

定量下限

　

（％）
０．０２

検量線の
相関係数（ｒ）

０．９９９



Ｂ晒添データＮｏ． １

試 料Ｎｏ． １

５．６×線回折分析法による定量分析結果
５．６．１二次分析試料からの石綿分析結果

試料
Ｎｏ．

次分析試料の
秤量値
Ｍ１（ｍｇ）

二次分析試料の

　

秤量値

　

Ｍ２ （ｍｇ）
残さ率

　

検量線から読み取った
二次分析試料中の石綿質量

　　　　

Ａｓ（ｍｇ）
減量率

　

ｒ

石綿含有率

　

（％）

１１ ９．９３ ８．８７ ０．８９ ６．０８ ０，９０９９ ５５，７

２ ９．１５ ８．１８ ０．８９ ５．９１ ０．９０９９ ５８．８

３ １０．２１ ９．１１ ０．８９ ６．２９ ０．９０９９ ５６，Ｉ

石綿含有率の平均 ５６．９

試料
Ｎｏ．

次分，レーネニ；′、ｒつ
秤量値
Ｍ１（ｍｇ）

二次分析試料の

　

秤量値

　

Ｍ２ （ｍｇ）
残さ率

　

検量線から読み取った
二次分析試料中の石綿質量

　　　　

Ａｓ（ｍｇ）
減量率

　

ｒ

石綿含有率

　

（％）

１１

２

３

石綿含有率の平均

試料
Ｎｏ．

秤量値
Ｍ１（ｍｇ）

秤量値
Ｍ２ （ｍｇ）

残さ率 二次分析試料中の石綿質量

　　　　

Ａｓ（ｍｇ）
減量率

　

ｒ

石綿含有率

　

（％）

１１

２

３

石綿含有率の平均
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整理番 号
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滋賀県彦根市元町４番２号 発行日

　　

２０２３年５月３１日

彦根市長

　

和田裕行

　　

様

－墨ＥＰ事業本部

　

本

　

社

　

滋賀県

　

事業所

　

滋賀県

１．工

　

事

　

名

　　

彦根市男女共同参画センターアスベスト天井含有調査および室外濃度測定委託業務

２．採 取 場 所

　

彦根市男女共同参画センタ」 「ウイズ」
滋賀県彦根市平田町６７０

３．採

　

取

　

者

４．測 定 物 質 ：空気中のアスベスト

５，採取日時・結果

採取場所 実施日 開始・終了時刻 結果

１．軽運動室南側出入口付近 ２０２３年５月１０日 １３：２０

　　

）^

　

１７：２０ 〈

　

０．３０

２．福祉事務所との境になっている扉付近 ２０２３年５月１０日 １３：２０

　　

）^

　

１７：２０ 〈

　

０．３０

３．西側出入口付近 ２０２３年５月１０日 １３：２０

　

（｝

　　

１７：２０ く○．３０

４．建物東側 ２０２３年５月・１０日 １３：２０

　　

）^

　

１７：２０ く○．３０

６．測 定 方 法 ：

　

ＪＩＳＫ３８５０‐１

　

空気中の繊維状粒子測定方法

７．石綿粉じん濃度測定条件

１）試料採取

　

牛

採取場所 メンフランフィルター直径 吸引流量 吸引時間 吸引空気量

軽運動室 建物付近 ４７ｍｍ １ＯＬ／ｍｉｎ ２４０分 ２４００Ｌ

２）分析条件

　　

（１）計数法

　　　　　　　　　

位相差・分散顕微鏡

　　　

オリンパスＢＸ５１

　　

（２）計数条件

　　　　　　　　

視野数５０視野

　　

（３）計数対象

　　　　　　　　

直径３‘ｍ未満， 長さ５“ｍ以上， 長さと直径比３：１以上

　　

（４）顕微鏡視野総面積：

　　

３．５３皿２

（５）計数分析者

　　　　　　　　　　　

（第１種作業環境測定士）
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測

　

定

　

成

　

績

　

表

潰す

　

定

　

項

　　

目

　

： 石綿粉じん濃度

測

　

定 年

　

月

　

日

　

：

　　　　　　　　　　　　　　　　　

２０２３年５月１０日

測

　　

定

　　

場

　

所

　

：

　　　　　　　　　　　

彦根 市男 女共同参画セ ンタ ー

　

ｒウイ ズ」

所

　　　

在

　　　

地

　

：

　　　　　　　　　　　　　　

滋賀 県彦根市平田 町６７０

測

　

定

　

者

　

氏

　

名

　

：

項

　　　　　　　

目 測

　

定

　

値 備

　　

考

測定位置・測定点 １．軽運動室南側出入口付近

ろ紙Ｎｏ． ｆｉｔ^

測定時刻 １３：２０

　　　　

）^

　　　

１７：２０

吸引ガス量 （Ｌ） ２４００

石綿粉じん濃度 （ｆ／Ｌ） 〈

　

０．３０

測定位置・測定点 ２，福祉事務所との境になって
いる扉付近

ろ紙Ｎｏ． ２

測定時刻 １３：２０

　　　　　　　　　

１７：２０

吸引ガス量 （Ｌ） ２４００

石綿粉じん濃度 （ｆ／Ｌ） 〈

　

０．３０

測定位置・測定点 ３．西側出入口付近

ろ紙Ｎｏ． ３

測定時刻 １３：２０

　　　　

Ｙ^

　　　　

１７：２０

吸引ガス量（Ｌ） ２４００

石綿粉じん濃度 （ｆ／Ｌ） 〈

　

０．３０

測定位置・測定点 ４．建物東側

ろ紙Ｎｏ． ４

測定時刻 １３：２０

　　　　

Ｙ^

　　　　

１７：２０

吸引ガス量 （Ｌ） ２４００

石綿粉じん濃度 （ｆ／Ｌ） 〈

　

０．３０



２３ＦＴ４０３６‐２－１

測 定 位 置 測 定 点

１．軽運動室南出入口付近

２．福祉事務所との境に

　

なっている扉付近

３，西側出入口付近

４．建物東側

ゴ
糟
ミ
場
集

　　

福祉センタ」【別館】

採 取 時 の 気 象 状 況
測定日

　　　

５月１０日

　　　　　　　　

測定点

　　

軽運動室南側出入口付近

測定時間 天候 風向 風速（ｍ／ｓ） 温度（℃） 湿度（％）

１３：２０ 晴 北西 ０．９ ２２ ３９

１３：５０ 晴 北西 １・０ ２２ ３８

１４：２０ 晴 北西 ０．８ ２２ ３９

１４：５０ 晴 北西 ０．６ ２１ ３８

１５：２０ 晴 北西 ０．８ ２１ ３８

１５：５０ 晴 北西 ０・７ ２１ ３６

１６：２０ 晴 北西 ０．６ ２１ ３６

１６：５０ 晴 ・ 北西 ０．８ ２０ ３７

１７：２０ 晴 北西 ０・７ ２０ ３７
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Ｉ ０ ０ １１ ０ ０ ２１ ０ ０ ３１ ０ ０ ４１ ０

　　

１

　　

０

２ ０ ０ １２ ０ ０ ２２ ０ ０ ３２ ０ ０ ４２ ０

　　

１

　　

０

３ ０ ０ １３ ０ ０ ２３ ０ ０ ３３ ０ ０ ４３ ０

　　

１

　　

０

４ ０ ０ １４ ０ ０ ２４ ０ ０ ３４ ０ ０ ４４ ０

　　

１

　　

０

５ ０ ０ １５ ０ ０ ２５ ０ ０ ３５ ０ ０ ４５ ０

　

１

　

０

６ ０ ０ １６ ０ ０ ２６ ０ ０ ３６ ０ ０ ４６ ０

　　

１

　　

０

７ ０ ０ １７ ０ ０ ２７ ０ ０ ３７ ０ ０ ４７ ０

　　

１

　　

０

８ ０ ０ １８ ０ ０ ２８ ０ ０ ３８ ０ ０ ４８ ｏ

　

１

　

０

９ ０ ０ １９ ０ ０ ２９ ０ ０ ３９ ０ ０ ４９ ０

　　

１

　　

０

１０ ０ ０ ２０ ０ ０ ３０ ０ ０ ４０ ０ ０ ５０ ０

　　

１

　　

０

小計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　　

１

　　

０

合計 位相差顕微鏡

　　

０

　　

生物顕微鏡

　　

０

　　　　　　　　　　

石綿 （Ｎ）

　　

０ ブランク（Ｎｂ）

　

０

１．軽運動室南側出入口付近

　

ろ紙Ｎｏ．１

　　　　　　　　　　

鏡日

　　

５月１５日

　　　　　　

１３：４５

　　

～

　

１３：４８

　　

検鏡者

計

　

ヱ 日

　

・

　

瓶 現

　　

０

　　　　　

、′

　

房、児

　　

０

　　　　　　　　　　

石か

　　

Ｎ

　　　　

Ｏ フ ラ ン ク Ｎ

　

ｂ

　　

ｏ

計算式

　　　

Ｆ＝

　　　

Ａ （Ｎ『 Ｎｂ）

　　

；

　

０．，１３

　

Ｎ
ａ

　

Ｖ ｎ

特記事項：

　

Ａ＝９６０皿２、 ｎ＝５０

　　　　　　　　　　　

［繊維数濃度］

ａ＝ｏ．ｏ７１圃
２
、 ｖ＝２，４０ｏＬ 石綿濃度（Ｆ）

　　　　

く０．３０

　　　

ｆ／Ｌ

Ｉ ０ ０ １１ ０ ０ ２１ ０ ０ ３１ ０ ０ ４１ ０

　

１

　

０

２ ０ ０ １２ ０ ０ ２２ ０ ０ ３２ ０ ０ ４２ ０

　　

１

　　

０

３ ０ ０ １３ ０ ０ ２３ ０ ０ ３３ ０ ０ ４３ ０

　　

１

　　

０

４ ０ ０ １４ ０ ０ ２４ ０ ０ ３４ ０ ０ ４４ ０

　　

１

　　

０

５ ０ ０ １５ ０ ０ ２５ ０ ０ ３５ ０ ０ ４５ ０

　　

１

　　

０

６ ０ ０ １６ ０ ０ ２６ ０ ０ ３６ ０ ０ ４６ ０

　

１

　

０

７ ０ ０ １７ ０ ０ ２７ ０ ０ ３７ ０ ０ ４７ ０

　　

１

　　

０

８ ０ ０ １８ ０ ０ ２８ ０ ０ ３８ ０ ０ ４８ ０

　　

１

　　

０

９ ０ ０ １９ ０ ０ ２９ ０ ０ ３９ ０ ０ ４９ ｏ

　

１

　

０

ｌｏ ０ ０ ２０ ０ ０ ３０ ０ ０ ４０ ０ ０ ５０ ０

　　

１

　　

０

小計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　　

１

　　

０

合計 位相差顕微鏡

　　

ｏ

　　

生物顕微鏡

　　

ｏ

　　　　　　　　　

石綿 （Ｎ）

　　

ｏ ブランク（Ｎｂ）

　

ｏ

２，福祉事務所との境になっている扉付近

　

ろ紙Ｎｏ．２

　　　　　　　　　

検鏡日

　　

５月１５日

　　　　　　

１３：４８

　　

～

　

１３：５２

　　

検鏡者

０

　　　　　　

－

　　

、

　　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　

、 Ｎ

　　　　　

Ｏ

　　　

フ フ ン

　　

Ｎｂ

　　　

ｏ

計算式

　　　

Ｆ＝

　　　

Ａ （Ｎ幅 Ｎ

　

ｂ）

　　　

＝

　　

。．，１３

　

Ｎ
ａ

　

Ｖ ｎ

特記事項：

　

Ａ＝９６０ｍｍ
２
、 ｎ＝５０

　　　　　　　　　　　

［繊維数濃度］

ａ＝ｏ．ｏ７１ｍｍ
２
、 ｖ＝２，４０ｏＬ 石綿濃度（Ｆ）

　　　　

く０．３０

　　　

ｆ／Ｌ

定量下限値の計算

　

ｓ ＝

　

Ａ （１＋１．６４５Ｊｉ帯）

　　　　

。．３。 ．ｆ／Ｌ
ａ

　

Ｖ ｎ

特記事項：

　

Ａ＝９６０ｍｍ
２
、 ｎ；５ｏ

ａ ，ｏ７１臓
２
、 ｖ＝２，４０ｏＬ

　　　　　　

※但 し、 ５０視野中に１本の繊維があっ た場合の

ＮＦ＝計数繊維の総数＝１

　　　　　　

９５％信頼限界が上限に相当する値であるものとする。
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１十１▲
０ ０ １１ ０ ０ ２１ ０ ０ ３１ ０ ０ ４１ ０

　　

１

　　

０

２ ０ ０ １２ ０ ０ ２２ ０ ０ ３２ ０ ０ ４２ ０

　

１

　

０

３ ０ ０ １３ ０ ０ ２３ ０ ０ ３３ ０ ０ ４３ ０

　　

１

　　

０

４ ０ ０ １４ ０ ０ ２４ ０ ０ ３４ ０ ０ ４４ ０

　　

１

　　

０

５ ０ ０ １５ ０ ０ ２５ ０ ０ ３５ ０ ０ ４５ ０

　　

１

　　

０

６ ０ ０ １６ ０ ０ ２６ ０ ０ ３６ ０ ０ ４６ ｏ

　

１

　

０

７ ０ ０ １７ ０ ０ ２７ ０ ０ ３７ ０ ０ ４７ ０

　　

１

　　

０

８ ０ ０ １８ ０ ０ ２８ ０ ０ ３８ ０ ０ ４８ Ｏ

　　

Ｆ

　　

Ｏ

９ ０ ０ １９ ０ ０ ２９ ０ ０ ３９ ０ ０ ４９ ０

　　

１

　　

０

ｌｏ ０ ０ ２０ ０ ０ ３０ ０ ０ ４０ ０ ０ ５０ ０

　　

１

　　

０

′」雫十 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ｏ

　

１

　

０

合計 位相差顕微鏡

　　

ｏ

　　

生物玩頁微鏡

　　

ｏ

　　　　　　　　　

石綿 （Ｎ）

　　

ｏ ブラ ンク（Ｎｂ）

　

０

３．西側出入口付近
ろ紙Ｎｏ．３

　　　　　　　　

検鏡日

　　

５月１５日

　　　　　　

１３：５３

　

～

　

１３：５６

計算式

　　　

Ｆ＝

　　　

Ａ （Ｎ－ Ｎｂ）

　　

＝

　　

０．１，３ Ｎ

　　　　　　　　　　　

ａ

　

ｖ

　

ｎ

特記事項；

　

Ａ＝９６０ｍｍ
２
、 ｎ＝５０

　　　　　　　　　　　

［繊維数濃度］

ａ＝ｏ．ｏ７１皿
２
、 Ｖ＝２，４０ｏＬ 石綿濃度（Ｆ）

　　　

〈０，３０

　　　

ｆ／Ｌ

Ｉ ０ ０ １１ ０ ０ ２１ ０ ０ ３１ ０ ０ ４１１

　

０

　

１

　

０

２ ０ ０ １２ ０ ０ ２２ ０ ０ ３２ ０ ０ ４２１

　

０

　

１

　

０

３ ０ ０ １３ ０ ０ ２３ ０ ０ ３３ ０ ０ ４３１

　

０

　

１

　　

０

４ ０ ０ １４ ０ ０ ２４ ０ ０ ３４ ０ ０ ４４Ｅ

　

ｏ

　

ｌ

　

ｏ

５ ０ ０ １５ ０ ０ ２５ ０ ０ ３５ ０ ０ ４５Ｅ

　

ｏ

　

１

　

０

６ ０ ０ １６ ０ ０ ２６ ０ ０ ３６ ０ ０ ４６ｆ

　　

ｏ

　　

ｌ

　　

ｏ

７ ０ ０ １７ ０ ０ ２７ ０ ０ ３７ ０ ０ ４７ｒ

　　

ｏ

　　

ｌ

　　

ｏ

８ ０ ０ １８ ０ ０ ２８ ０ ０ ３８ ０ ０ ４８１

　　

０

　　

｛

　　

Ｏ

９ ０ ０ １９ ０ ０ ２９ ０ ０ ３９ ０ ０ ４９ー

　　

０

　

１

　　

０

１０ ０ ０ ２０ ０ ０ ３０ ０ ０ ４０ ０ ０ ５ｏＥ

　

ｏ

　

ｌ

　

ｏ

小計 ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０

　　

１

　　

０

合計 位相差顕微鏡

　　

ｏ

　　

生物顕微鏡

　　

ｏ

　　　　　　　　　

石綿 （Ｎ）

　　

ｏ ブランク（Ｎｂ）

　

ｏ

ろ紙Ｎｏ．４

　　　　　　　　　

鏡日

　　

５月１５日

　　　　　　

１３：５８

　

～

　

１４：ｏｌ

　　

検鏡者

０

　　　　　　

、′

　

圧、児

　　　

０

　　　　　　　　　　　　　　　

′、 Ｎ

　　　　　

Ｏ

　　　

フ フ ン

　　

Ｎｂ

　　　

ｏ

計算 式

　　　

Ｆ＝

　　　

Ａ （Ｎ－ Ｎｂ）

　　　

＝

　　

０．，１３
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９５％信頼限界が上限に相当する値であるものとする。


